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第３次中期計画の業績目標完遂に向けた取組をスタート
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（百万円）
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04.3期 05.3期 06.3期 07.3期 08.3期 09.3期 10.3期目標 11.3期 12.3期目標

営業利益 経常利益 当期純利益

第１次中期計画 第２次中期計画 第３次中期計画

184,981
（ 98.2％）

（ﾊﾜｲ除く100.2％）

188,384
（ 98.4％）

191,591
（103.6％）

233,826
（100.6％）

232,478
（121.3％）

224,600
（100.9％）

222,549
（ 95.2％）

260,000

※ハウスウェルネスフーズのれん償却額

　　第３次中期計画最終年度の12.3期に償却負担
　　が約２８億円軽減する予定 6731,3454,1064,1064,1063,4332,760

13.3期12.3期11.3期10.3期09.3期08.3期07.3期

(百万円）

※09.3期より販売手数料等を販売価格から相殺する「販売制度の簡素化」を実施。従来に比べて売上高は減額の影響。利益への影響無し。
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主力のルウ・レトルトカレー、スパイス製品が順調に推移主力のルウ・レトルトカレー、スパイス製品が順調に推移

新製品が寄与し、健康食品も引き続き売上拡大新製品が寄与し、健康食品も引き続き売上拡大

売上構成の変化等により売上原価率を低減し増益を確保売上構成の変化等により売上原価率を低減し増益を確保

10.310.3期第期第22四半期業績報告四半期業績報告
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主力のカレー・スパイス製品や健康食品が順調に推移したが、グループ会社が苦戦

●製品類別売上高（百万円）

●連結売上高・利益 　　　　　　　　（百万円）☆単独ベース

対前年増減 （％） 　 対目標増減　（％）

10.3期第2四半期損益に与える影響　→(*) ハウスウェルネスフーズ　のれん償却額：2,053百万円

4,602

7,627

6,637

80,839

10.3期
上期実績

＋229(106.4)

＋732(111.4)

＋545(109.1)

▲3,442( 97.0)

　対目標（％）

＋370 (110.7)

＋638 (109.8)

＋601 (110.1)

▲648 ( 99.4)

　対前年（％）

3,829(*)

7,132(*)

6,545(*)

112,758

10.3期
上期実績

3,459(*)

6,493(*)

5,944(*)

113,406

09.3期
上期実績

＋700(111.8)6,000(*)営 業 利 益

＋378(105.2)6,400(*)経 常 利 益

＋479(111.6)3,600(*)当期純利益

＋909(101.1)116,200売 上 高

対前年（％）
10.3期

上期目標

Copyright (c) 2009 House Foods Corp. All rights reserved

対前年増減 （％） 対目標増減 （％）●事業区分別売上高（百万円）

26 ,145
7 ,123

56 ,612
4 ,673

18 ,204

32 ,371

14 ,529
20 ,014

40 ,058

5 ,785
香辛食品類

加工食品類 　

調理済食品類

飲料・ｽﾅｯｸ類他
（健康食品含む）

運送・倉庫業他

香辛・調味加工食品事業

業務用事業

健康食品・ﾀﾞｲﾚｸﾄ事業

海外事業 　

その他（水・ｻｰﾋﾞｽ事業）

＋ 902（102.9）

▲ 58（ 99.6）

＋ 403（102.1）

▲ 2,094（ 95.0）

＋ 199（103.6）

＋　 521（101.6）

＋　 429（103.0）

▲ 676（ 96.7）

▲ 3,022（ 93.0）

▲ 695（ 89.3）

＋ 1,063（101.9）

　▲ 178（ 97.6）

　▲ 612（ 97.7）

＋ 93（102.0）

▲ 1,014（ 94.7）

＋ 1,483（102.7）

　▲ 877（ 89.0）

　▲ 2,908（ 90.0）

▲ 898（ 83.9）

▲ 242（ 98.7）
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【運送・倉庫業他】
◆◆酒造メーカーとの取組など、グループ外での開拓荷
　が着実に増加、収益改善

【業務用】
◇◇外食機会の減少傾向を受け総じて苦戦、前年未達

【飲料・ｽﾅｯｸ類他】
◆◆景気悪化・飲用機会減に伴い、「ウコンの力」の伸
　長が一時鈍化するも、新規チャネル開拓で成長持続

◆◆新製品「メガシャキ」の取扱拡大が進み、健康食品
　事業の増収に寄与

◆◆競合の激化や最需要期の低温要因もあり、ハウスウ
　ェルネスフーズは苦戦継続

◆◆「「六甲のおいしい水」は備蓄需要もあり目標比増

◆◆海外カレーレストランは出店純増

106.7108.21,353カップタイプ製品

【調理済食品類】
◆◆即食メニューの中での相対的な経済性が評価され、
　「カリー屋カレー」を中心にレトルトカレーが増収
　基調を継続

◆◆米国大豆事業は、東・中西部地区での販売チャネル
　を順調に拡大、ニュージャージー工場の稼働率上昇

【加工食品類】
◆◆シチュー製品は、トータルプロモーションや生鮮連
　動企画などの非価格プロモーションを積極展開

◆◆カップタイプ製品は、素材の本格感を評価いただい
　た「スープdeおこげ」が引き続き好調に推移

◆◆発売30周年を迎える九州No.1ラーメン「うまかっち
　ゃん」が売上拡大

(7,415）　

112,758

5,785　

40,058   

536　

1,033　

1,860 　

4,293   

16,182

9,965

6,098　

20,014　

2,536  　

2,158 　
(22,473千㌦)

6,306

7,288   

14,529

　 724

3,050　

2,319 

4,979              

32,371

3,619       

7,456 　

20,981百万円

10.3期
上期実績

89.496.2業務用

90.697.8業務用

103.4101.8業務用

92.898.9業務用

【香辛食品類】
◆◆内食回帰・節約志向の市場環境下、『カレーアクシ
　ョンニッポン』･『嵐プレミアムナイト』キャンペ
　ーンなど、需要喚起・市場活性化のマーケティング
　を展開し、主力のルウカレーを中心に順調に推移

◆◆内食回帰傾向に伴い、ねり・ポピュラースパイスを
　中心に売上伸長し、グループで増収確保

10.3期上期のポイント

93.391.8ﾊｳｽｳｪﾙﾈｽﾌｰｽﾞ　(連結）

91.3100.2スナック
飲料・
ｽﾅｯｸ類他

（92.7）

97.0

89.3

93.0

78.9

116.2

83.0

112.9

96.7

89.8     
( 93.5)  

96.0

103.0

103.0

108.9

106.7

100.7

101.6

103.1

103.4％

対目標

( 98.6)　（うち業務用）

99.4　連結売上高

103.6運送・倉庫業他

100.1

97.0

109.1

99.5
(110.3)

97.5

105.5

107.7

95.0

102.1

99.6

102.9

108.3

85.2

105.8

93.2

102.5％

対前年

調理済
食品類

加　工
食品類

香　辛
食品類

ﾚｽﾄﾗﾝ（海外）

デザート

健康食品(ﾀﾞｲﾚｸﾄ含む)

飲料

豆腐（米国）

総菜等（ﾃﾞﾘｶｼｪﾌ）

レトルトカレー

ラーメン

ハヤシ

シチュー(ｶｯﾌﾟｼﾁｭｰ除く)

スパイス

カレー(ﾙｳ･ﾁﾙﾄﾞ他)

●製品類別売上高及び製品構成
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＋494

▲197

▲ 94
＋397

6,545

5,944

0 2,000 4,000 6,000 8,000
0                          2,000                       4,000    6,000                       8,000

●10.3期上期連結営業利益増益明細　 増益額　＋６０１百万円 （百万円）

製品売上構成の変化やマーケティングコストの効率運用により増益を確保

●費用の内訳

その他経費 ＋ 395百万円
減価償却費 ＋ 16百万円（売上比＋0.01％）
物流費　　 ▲ 12百万円（売上比▲0.06％）

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄ ＋　 328百万円（売上比＋0.13％）　
販促費　　 ＋ 621百万円（売上比＋0.60％）
販売手数料 ＋ 34百万円（売上比＋0.01％）
広告費　　 ▲ 327百万円（売上比▲0.49％）

人件費 ▲ 291百万円（売上比▲0.46％）
※シェアードサービス子会社“ハウスビジネスパートナーズ”開設に伴い、人件費　
　（約３億円）を「その他経費」へ振替

※人件費には、ソマテックセンター(研究所)の人件費を含めております。

売上総利益　＋ 1,133百万円　売上原価率48.89％⇒48.06％（▲0.83％）
コストダウン 321百万円(資材関連 288百万円、物流関連 33百万円)
※コストダウントータル　325百万円 (物流費【販管費】4百万円含む)
材料費・仕入原価率▲0.23％、労務費率▲0.13％、製造経費率▲0.37％

主な内訳【単独ベース】

その他経費その他経費 　▲　▲792792百万円百万円
主に運送保管費の減主に運送保管費の減
　　

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄ ▲▲234234百万円百万円
ﾊｳｽｳｪﾙﾈｽﾌｰｽﾞ ▲151百万円
ﾊｳｽﾌｰｽﾞｱﾒﾘｶ ▲ 53百万円
上海ﾊｳｽ食品 ▲ 20百万円

人件費人件費 　　 ＋＋488488百万円百万円
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ＋305百万円
ﾊｳｽｳｪﾙﾈｽﾌｰｽﾞ　＋ 68百万円

売上総利益　売上総利益　 ▲▲639639百万円百万円
子会社計 　 ▲182百万円
連結調整 　　▲457百万円
　

主な内訳【連結子会社】

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄ
　　＋94百万円

(売上比＋0.21％)

人件費　　　　
＋197百万円

(売上比＋0.22％)

その他経費
▲397百万円

(売上比▲0.29％)

売上総利益　　　　
＋494百万円

売上原価率 53.76％
(売上比▲0.70％)

人件費増

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄ増

その他経費減

10.3期上期営業利益

売上総利益増

09.3期上期営業利益

Copyright (c) 2009 House Foods Corp. All rights reserved

●特別損益 ※特別利益：　１３百万円（貸倒引当金戻入 　４百万円、固定資産売却益 ３百万円 等）

　　　　　　※特別損失：２７１百万円（固定資産除却損１６１百万円、会員権評価損　 ４６百万円、滅損損失 ７百万円 等）
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10.310.3期通期計画期通期計画

引き続き需要喚起のマーケティング展開に注力し、引き続き需要喚起のマーケティング展開に注力し、

香辛・調味加工食品事業の収益力確保に努め、香辛・調味加工食品事業の収益力確保に努め、

健康食品・ダイレクト事業の成長基盤の強化に取り組む健康食品・ダイレクト事業の成長基盤の強化に取り組む



9Copyright (c) 2007 House Foods Corp. All rights reserved

　 3,575(*)

8,969(*)

8,844(*)

233,826

08.3期通期実績

8,200

13,900

12,400

165,000

10.3期通期目標

＋ 1,474 (131.2)

＋ 1,007 (109.2)

＋　 799 (107.8)

＋ 2,051 (100.9)

対前年（％）

＋ 771 (110.4)

＋ 33 (100.2)

＋ 448 (103.7)

＋3,118 (101.9) 

対前年（％）

6,200(*)

12,000(*)

11,000(*)

224,600

10.3期通期目標

10,201(*)営 業 利 益

10,993(*)経 常 利 益

4,726(*)当 期 純 利 益

222,549売 上 高

09.3期通期実績

●製品類別売上高目標（百万円）

●連結売上高・利益 ☆単独ベース　　　　 （百万円）

62 ,300

34 ,60040 ,000

76 ,100

11 ,600

主力事業の収益力確保と成長事業の基盤強化を進め、増収増益基調を堅持

Copyright (c) 2009 House Foods Corp. All rights reserved

香辛食品類

加工食品類 　

調理済食品類

飲料・ｽﾅｯｸ類他
（健康食品含む）

運送・倉庫業他

対前年増減 （％）

＋1,507 （102.5）

▲ 1 （100.0）

＋1,571 （104.1）

▲1,589 （ 98.0）

＋ 564 （105.1）

香辛・調味加工食品事業

業務用事業

健康食品・ﾀﾞｲﾚｸﾄ事業

海外事業 　

その他（水・ｻｰﾋﾞｽ事業）

＋1,832 （101.6）

＋ 747 （105.2）

＋ 962 （102.0）

＋ 681 （108.2）

▲2,171 （ 94.0）

33 ,8358 ,995

50 ,284
15 ,100

116 ,386

●事業区分別売上高目標（百万円） 対前年増減 （％）

(*) ハウスウェルネスフーズ のれん償却額： 08.3期 3,433百万円、09.3期 4,106百万円、10.3期4,106百万円
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【調理済食品類】

◆◆レトルトカレーは、経済性の高いメニューとしての評価
　が根強く、引き続き好調持続を見込む。食シーンの拡大
　や健康志向型製品の拡充により一段の市場活性化を図る

◆◆米国豆腐事業は、東部・中西部の米系マーケットへの販
　売を強化。ロンドンの営業拠点設置により欧州展開にも
　注力

110.33,720カップタイプ製品

【飲料・ｽﾅｯｸ類他】

◆◆新規チャネル開拓・海外展開に加え、バラエティ投入に
　より「ウコンの力」の売上最大化をめざす

◆◆「メガシャキ」の市場定着と需要期での企画展開に注力

◆◆ハウスウェルネスフーズは、『C1000トータルプロモーシ
　ョン』を展開。営業活動のグループシナジー発揮めざす

◆◆アジアカレーレストランのＦＣ出店を加速　

【加工食品類】

◆◆シチュー製品は、野菜の効率摂取をテーマとした生鮮連
　動・地産地消企画やコラボ企画等の店頭プロモーション
　を推進

◆◆「スープdeおこげ」を中心にバラエティ展開を進め、競
　合が激化する即食・個食マーケットの活性化を図る

102.15,100   業務用

96.712,320   総菜等(ﾃﾞﾘｶｼｪﾌ)

100.01,600   業務用

101.27,300   業務用

【運送・倉庫業他】

◆◆グループ外取引のウエイト拡大に注力

【業務用】

◇拡大基調のチャネル・販売ルートへの取組強化

【香辛食品類】

◆◆需要喚起・市場活性化のため『カレートータルプロモー
　ション』を推進、積極的なマーケティング活動を展開

◆◆スパイス製品は、内食回帰の環境下、レギュラー品の好
　調や洋風スパイス新製品の拡充もあり、引き続き増収基
　調を見込む

10.3期通期のポイント

93.63,600   デザート
飲料・
ｽﾅｯｸ類他

99.28,800   スナック

100.9224,600　連結売上高

105.1　11,600   　運送・倉庫業他

107.2

115.1

94.7

113.9

107.4
(108.6)

101.8

103.7

98.0

104.1

100.0

102.5

108.1 

(101.8)

81.0 

110.1

96.8

101.2％

前年比

調理済
食品類

加　工
食品類

香　辛
食品類

76,100   

40,000   

34,600   

62,300   

1,100   業務用

（15,100）

2,110   

28,590   

21,800 

9,900   

4,210　
（46,750千㌦）

14,870   

6,500   

4,410   

14,030   

14,550     

39,900百万円

10.3期通期目標

　（うち業務用）

ﾚｽﾄﾗﾝ(海外)

-

ﾊｳｽｳｪﾙﾈｽﾌｰｽﾞ(連結）

健康食品(ﾀﾞｲﾚｸﾄ含む)

飲料

豆腐(米国)　

レトルトカレー

ラーメン

ハヤシ

シチュー(ｶｯﾌﾟｼﾁｭｰ除く)

スパイス

カレー(ﾙｳ･ﾁﾙﾄﾞ他)

●製品類別売上高及び製品構成
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0　　　　　　　　　　　　 5,000　　　　　　 10,000 　　　　　 　　　　　 15,000

10,201

11,000

▲1,373
▲1,303

▲  663

＋4,138

0 5,000 10,000 15,000

●10.3期通期連結営業利益増益明細　増益額　＋７９９百万円 （百万円）

収益事業の強化とマーケティングコストの効率的運用により増益を達成

●費用の内訳

その他経費　＋2,113百万円
減価償却費　＋ 71百万円（売上比＋0.03％）
賃借料　　　＋　 66百万円（売上比＋0.03％）
物流費　　　▲ 14百万円（売上比▲0.07％）

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄ ＋1,596百万円（売上比＋0.50％）　
販促費　　　＋1,050百万円（売上比＋0.35％）
販売手数料　＋ 146百万円（売上比＋0.03％）
広告費　　 ＋ 399百万円（売上比＋0.12％）

人件費 ▲ 305百万円（売上比▲0.36％）

※シェアードサービス子会社“ハウスビジネスパートナーズ”開設に伴い、人件費　
　（約６億円）を「その他経費」へ振替

売上総利益　＋3,850百万円　売上原価率49.22％⇒47.85％（▲1.37％）
コストダウン見込1,065百万円(資材関連906百万円、物流関連159百万円)
材料費・仕入原価率▲0.81％、労務費率▲0.09％、製造経費率▲0.33％

主な内訳【単独ベース】

その他経費その他経費 ▲▲740740百万円百万円
　　

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄ ▲▲293293百万円百万円
ﾊｳｽｳｪﾙﾈｽﾌｰｽﾞ ▲159百万円
ﾊｳｽﾌｰｽﾞｱﾒﾘｶ ▲ 68百万円
上海ﾊｳｽ食品 ▲ 55百万円

人件費人件費 　　 ＋＋968968百万円百万円
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ＋609百万円
ﾊｳｽｳｪﾙﾈｽﾌｰｽﾞ ＋109百万円
ﾊｳｽﾌｰｽﾞｱﾒﾘｶ ＋ 65百万円

売上総利益　売上総利益　 ＋＋288288百万円百万円
子会社計　 ＋973百万円
連結調整　 ▲685百万円
　

主な内訳【連結子会社】

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄ
　　 ＋1,303百万円
(売上比＋0.38％)

人件費　　　　
＋663百万円

(売上比＋0.21％)

その他経費
＋1,373百万円

(売上比＋0.52％)

売上総利益　　　　
＋4,138百万円

売上原価率 53.65％
(売上比▲1.43％)

※人件費には、ソマテックセンター(研究所)の人件費を含めております。

人件費増

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄ増

その他経費増

10.3期通期
営業利益

売上総利益増

09.3期通期
営業利益

Copyright (c) 2009 House Foods Corp. All rights reserved

●特別損益 ※特別損益： ▲６００百万円（固定資産除却損　等）



12Copyright (c) 2007 House Foods Corp. All rights reserved

10.3期通期目標修正のポイント

＋ 1,474(131.2)

＋ 1,007(109.2)

＋ 799(107.8)

＋ 2,051(100.9)

対前年増減　（％）

6,200

12,000

11,000

224,600

10.3期通期
修正目標

± 0(100.0)営 業 利 益

± 0(100.0)経 常 利 益

± 0(100.0)当期純利益

▲8,400( 96.4)売　上　高

対期初
目標増減（％）

●10.3期 通期連結売上高・利益目標 （百万円）

± 0(100.0)

± 0(100.0)

± 0(100.0)

▲2,000( 98.8)

対期初
目標増減（％）

＋ 771(110.4)

＋ 33(100.2)

＋ 448(103.7)

＋3,118(101.9)

対前年増減（％）

12,400

13,900

8,200

165,000

10.3期通期
修正目標

※単独ベース

Copyright (c) 2009 House Foods Corp. All rights reserved

＋1,400

＋  800

▲　300

▲3,900

▲6,400

233,000

224,600

調理済食品類

飲料･ｽﾅｯｸ類他

加 工 食 品 類

香 辛 食 品 類
単
独
類
別

修 正 連 結 売 上 目 標

グループ会社の影響

当 初 連 結 売 上 目 標

業務用製品
▲１１億円レトルト＋４億円

ラーメン＋９億円

水＋９億円、デザート＋６億円
健康食品▲４７億円、スナック▲６億円

ハウスウェルネスフーズ　▲２６億円
ハウス物流サービス　　　▲１５億円
ハウスフーズアメリカ　　▲１１億円　等

ルウカレー＋１０億円、スパイス＋７億円

当初売上目標からの主な製品別・会社別（連結調整）目標修正額

グループ会社の増益効果

売 上 総 利 益 の 減

単
独 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺｽﾄの減

そ の 他 経 費

人 件 費 の 減

修正連結営業利益目標

当初連結営業利益目標

▲200

＋100

＋100

0

0

11,000

11,000

▲１０億円

＋９億円

▲１億円

±０億円

＋１億円

＋１億円

±０億円

±０億円

・売上目標減に伴う増収増益効果の減額(＋２４→＋１４）

・原材料価格の値下がりによるコスト減(▲　１→＋　８）

・コストダウン目標未達による効果減　(＋１２→＋１１)

・退職年金運用差異償却額変わらず　　(▲　５→▲　５)

・人件費の目標比減　　　　　　　　　(±　０→＋　１)

・マーケティングコストの目標比減　　(▲２０→▲１９)

・その他経費は当初目標から変わらず　(▲　６→▲　６)

・グループ会社の増益額変わらず　　　(＋　４→＋　４)

当初目標と修正目標との利益増減要因別の差異額

《連結売上高通期目標修正のポイント》 　　：当初目標から８４億円下方修正：当初目標から８４億円下方修正

《連結営業利益通期目標修正のポイント》　：当初目標から修正なし：当初目標から修正なし
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主要な事業の現状と戦略主要な事業の現状と戦略

ダイレクト事業ダイレクト事業⑤⑤ コア育成事業コア育成事業

第２のコア事業第２のコア事業

コア事業コア事業

成長ドライバー成長ドライバー

米国大豆・中国ルウカレー・海外レストラン事業米国大豆・中国ルウカレー・海外レストラン事業海外事業海外事業⑥⑥

ハウスウェルネスフーズハウスウェルネスフーズ

健康食品事業・健康食品事業・
ダイレクト事業ダイレクト事業

④④

健康食品健康食品③③

シチュー・ハヤシ・カップタイプ製品シチュー・ハヤシ・カップタイプ製品②②
収益ドライバー収益ドライバー

カレーカレー香辛・調味加工香辛・調味加工
食品事業食品事業

①①
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10.3期今後の取組

内食回帰・節約志向の環境下、主力のカレー製品が好調に推移
①香辛・調味加工食品事業：カレー

◆◆ 引き続き『カレートータルプロモーション』を推進。メニュー訴求や催事企画などキャンペーン
　 を積極展開し、需要喚起・市場活性化のためマーケティングコストの集中投下を図る。

◆◆ 前期発売し、大好評をいただいた「カレー鍋つゆ」を8月17日から２年目のシーズンイン。好調マ
　 ーケットの活性化を図り、前期から一段の上積みをめざす。

10.3期上期のポイント

◆◆ 景気低迷に伴う内食回帰、節約志向の消費環境下、需要喚起・市場活性化のプロモーション展開
　 が奏功し、主力のルウ･レトルトカレー製品が前期に続いて好調に推移。

◆◆ 価格改定後の新価格は定着するも、アザースの低価格攻勢によりマーケット全体の平均売価は漸
　 減傾向｡

63,410百万円
(▲1,999百万円)
(＋2,346百万円)

　10,279百万円
　(▲238百万円)
　(▲238百万円)

15,024百万円
　(＋259百万円)
(＋1,717百万円)

38,107百万円
(▲2,020百万円)
(＋867百万円)

09.3期通期実績

32,728百万円
(▲222百万円)

(＋1,919百万円)

　5,268百万円
(＋19百万円)
(＋19百万円)

7,431百万円
(＋186百万円)
(＋955百万円)

20,029百万円
(▲427百万円)
(＋945百万円)

09.3期上期実績

33,584百万円
(＋856百万円)

5,230百万円
(▲38百万円)

7,843百万円
(＋412百万円)

20,510百万円
(＋482百万円)

10.3期上期実績

16,560百万円
(＋1,536百万円)

ﾚﾄﾙﾄ他

10,220百万円
(▲59百万円)

業務用
カレー

(前年増減額)
前期前年増減
(上段：単純)
(下段：実質)

38,340百万円
(＋233百万円)

ル　ウ
売上高

合　計 65,120百万円
(＋1,710百万円)

10.3期通期目標

上期実績 191百万円

Copyright (c) 2009 House Foods Corp. All rights reserved

カレートータルプロモーションの展開

カレー鍋つゆカレー鍋つゆ

国産農作物を中心に食糧自給率の

向上を目的とした官民一体のプロ

ジェクト『 FOOD ACTION 

NIPPON 』に参画。カレーメニュ

ーを通じて地産地消やエコ、栄養

バランスのとれた食事を実践・提

案する。

カレーカレーを食べよう。ニッポンを食べよう。を食べよう。ニッポンを食べよう。
ＣＵＲＲＹＣＵＲＲＹ ＡＣＴＩＯＮ　ＡＣＴＩＯＮ　ＮＩＰＰＯＮＮＩＰＰＯＮ

前期鍋つゆ市場（約215億円）を活性
化した「カレー鍋つゆ」の味覚とパッ
ケージをフレッシュアップし、２年目
のシーズンイン。

農林水産省『 めざましごはん 』

キャンペーンに参画。

朝食フェアや受験生フェアなど

を推進し、店頭企画展開

雪印との
チーズリ
ゾットコ
ラボ企画
も展開2009年8月17日

全国発売

めざましごはんめざましごはん

ﾌﾚｯｼｭｱｯﾌﾟ

カレーのカレーの
食卓登場頻度の拡大食卓登場頻度の拡大

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

朝食 12.83 12.12 12.81 14.97 

昼食 36.26 38.09 38.12 43.11 

夕食 62.18 61.25 61.34 66.23 

2005年 2006年 2007年 2008年

カレーの食卓機会別出現状況
《1000食卓当たりのカレー出現回数》

(出所:ﾗｲﾌｽｹｰﾌﾟﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ)

最近３年間でカレーの食卓登場頻度が

拡大傾向。

特に朝食・昼食での増加が顕著であり、

05年比で朝食は17%増、昼食は19％

増、３食計でも約12%増とポピュラ

ーメニューとしての位置付けがアップ
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需要喚起・市場活性化のトータルプロモーションが好評、増収確保に大きく貢献
②香辛・調味加工食品事業：シチュー・ハヤシ・カップタイプ製品

10.3期上期のポイント

10.3期今後の取組

◆◆ 『プレミアムナイト』キャンペーンや、地産地消のタイアップ企画など非価格プロモーションを
　 積極展開したことで、総じて堅調に推移｡ 　　

◆◆ カレーと同様にハヤシ製品も内食回帰のフォローもあり、メニュー頻度が向上し売上伸長。

◆◆ カップタイプ製品は、引き続き「スープdeおこげ」が新たな素材と本格的な食感が評価され順調
　 に推移。「カップシチュー」「しらたき麺スープ」は、競合激化により大幅減収。

◆◆ シチューのベネフィットである野菜の効率摂取に訴求ポイントをおき、引き続き生鮮連動企画な
　 どの店頭プロモーションを推進し、健康メニューとしてのマーケティングに注力する。

◆◆ 映画タイアップ企画『夢を、たいらげよう。』キャンペーンを年末需要期に展開。切れ目の無い

　 マーケティング展開により、マーケット全体の活性化と売上拡大をめざす。

3,370百万円
　(▲206百万円)
(＋174百万円)

4,255百万円
　(＋16百万円)
(＋407百万円)

14,494百万円
　(▲415百万円)
(＋784百万円)

09.3期通期実績

3,720百万円
(＋350百万円)

1,353百万円
(＋103百万円)

1,251百万円
(＋62百万円)
(＋189百万円)

ｶｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ
製 品 計

2,153百万円
(▲31百万円)

(＋169百万円)

5,341百万円
　(＋53百万円)
(＋476百万円)

09.3期上期実績

2,319百万円
(＋166百万円)

4,979百万円
(▲363百万円)

10.3期上期実績

4,410百万円
(＋155百万円)

ﾊ ﾔ ｼ

14,030百万円
(▲464百万円)

ﾙｳｼﾁｭｰ
(ｶｯﾌﾟ除く)

売上高

(前年増減額)
前期前年増減
(上段：単純)
(下段：実質)

10.3期通期目標
こくまろプラスこくまろプラス

クリームシチュークリームシチュー

Copyright (c) 2009 House Foods Corp. All rights reserved

需要喚起・市場活性化のトータルプロモーションを積極推進

上期実績 62百万円

2009年8月17日全国発売

新発売新発売 ブイヨンのコクと
乳製品のまろやか
さが特徴のこくま
ろシチューのおい
しさそのままでカ
ロリー３０％オフ
《植物油脂使用》

スープスープdedeおこげおこげ

おこげのラインナップを拡充し、
カップタイプ製品の牽引役とし
て引き続きシェア拡大をめざす

上期実績 1,074百万円

「夢を、たいらげよう。」キャンペーン「夢を、たいらげよう。」キャンペーン

■期間：2009年11月1日～2010年1月15日

■オリジナルＣＦの出稿・告知

■全国オープンキャンペーン実施
■量販店タイアップ企画展開

■限定パッケージ商品、オリジナルレシピ提案

■対象製品：カレー、シチュー等　トータル

ﾊﾞﾗｴﾃｨ

『プレミアムナイト』ご招待キャンペ『プレミアムナイト』ご招待キャンペーンーン

■期間：2009年8月1日～2009年9月30日

■オリジナルＣＦの出稿・告知

■全国オープン＆クローズドキャンペーン実施

■エンド＆催事露出企画

■対象製品：カレー、シチュー等　トータル

1,105

1,908

2,850

1,074
687

205

0

1,000

2,000

3,000

08.3 09.3 10.3

スープdeおこげ発売以来売上推移

上期：

通期：

(百万円)



16Copyright (c) 2007 House Foods Corp. All rights reserved

「ウコンの力」の購入経験率は、09年6月

調査で2１％、前年から約２ポイント上昇し

たが、外飲み機会での飲用頻度は3回に1回

以下と未だ少ない。トライアル促進や、料飲

店・自販機などの新規チャネル開拓を進め、

外飲み場面での想起不足・購入接点不足を解

消することで、ウコン関連食品マーケット約

３３０億円（標準小売価格ベース：0９年予

想）の市場拡大余地は大きいと考える。

10.3期今後の取組

(＋1,764百万円)

19,135百万円

09.3期通期実績

　(＋679百万円)

9,132百万円

09.3期上期実績

(＋832百万円)

9,965百万円

10.3期上期実績

21,800百万円売上高

(前年増減額)

10.3期通期目標

(＋2,665百万円)

③健康食品事業・ダイレクト事業：健康食品

新規チャネルの開拓で「ウコンの力」続伸、新製品「メガシャキ」も寄与し、成長堅持

※上記実績および目標には、ﾊｳｽｳｪﾙﾈｽﾌｰｽﾞは含まれておりません。
　上記実績および目標には、ダイレクト事業を含んでおります。

10.3期上期のポイント

◆◆ 「ウコンの力」は、売上の大きな年末需要に向けて引き続き新規チャネルへの導入に取り組むと
　 ともに、既存チャネルのＣＶＳでは「ウコンの力SUPER」を先行導入し、需要の活性化を図る。

◆◆ 米国ヘ「ウコンの力」輸出販売を開始。海外マーケットでの拡大をめざす。

◆◆ 「メガシャキ」は受験生企画の展開、高速ＳＡ売店での取扱促進など商品特性に合わせた効果性
　 の高いマーケティングに注力していく。

◆◆ 「ウコンの力」は増収を確保するも、景気の悪化に伴う飲用機会の減少により伸び率が一時鈍
　 化。しかし､新ＣＭの大量出稿や新規チャネル開拓への取組により､成長軌道を継続。

◆◆ 「ウコンの力」の新規チャネル開拓では、居酒屋チェーンなど料飲店ルートや自販機ルートへ
　 の導入が拡大。新たな購入機会・接点の広がりを見せる。

◆◆ 「メガシャキ」は店頭取扱率拡大とサンプリングによる認知向上に伴い、目標水準まで拡大。
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上期実績　 814百万円

ウコンの力ウコンの力 SUPERSUPER

「ウコンの力」シリーズ計
上期実績 7,712百万円

メガシャキメガシャキ

新発売新発売

オフィスワーカー・高速サービスエリアオフィスワーカー・高速サービスエリア
サンプリング展開サンプリング展開

「ウコンの力」の新規販売チャネル開拓に注力、トライアルを促進

「ウコンの力」ポテンシャル「ウコンの力」ポテンシャル
2009年11月30日ＣＶＳ先行発売
オープン参考価格286円(税抜き)

２種類のウコンエキス
（秋ウコン＋紫ウコン）
とクルクミン40mg配
合、パワーアップした
「ウコンの力SUPER」
登場、容量も20ml増量

新規チャネルの開拓推進新規チャネルの開拓推進

267 300 315

12 15 15
0

50

100

150

200

250

300

350

'07 '08 '09（予）

その他 ウ コン の力

伸長伸長113%113%
伸長伸長105%105%

■ ウコン関連食品マーケットの推移
　※ウコンドリンク・食品含む、標準小売価格ベース

料飲店（居酒屋等）ルート

での取扱促進や自販機への

導入推進により、顧客接点

を拡大するとともに、新た

な顧客層を開拓

陳列台セット、サービスパ

ックなどの特別荷姿商品の

投入により店頭露出、購入

チャームをアップ

居酒屋チェーン

自動販売機
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④健康食品事業・ダイレクト事業：ハウスウェルネスフーズ

厳しい業界環境にあってグループシナジーを発揮し、巻き返しを図る

1,622百万円

1,849百万円

1,830百万円

34,824百万円

09.3期通期実績

1,612百万円

1,713百万円

1,706百万円

20,023百万円

09.3期上期実績

1,326百万円

1,260百万円

1,259百万円

18,508百万円

10.3期上期実績

1,730百万円

1,720百万円

1,710百万円

33,290百万円

10.3期通期目標

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

売 上 高

10.3期今後の取組

10.3期上期のポイント

◆◆ グループ協働による機能性飲料の売場提案・販促強化を実践し、相乗効果を発揮していく。

◆◆ 2010年2月の「C1000」発売２０周年を核に2011年までの２年間、トータルプロモーション

　『C1000げんきいろプロジェクト』を推進。ＣＭの集中投下や各種キャンペーンを展開し、

　「C1000」シリーズの露出アップとブランドイメージの向上を図り、売上伸長をめざす。

◆◆ 飲料業界全体が節約志向や冷夏の影響により軟調に推移するなか、主力の「リフレッシ

　 ュタイム」や「１日分のビタミン」の寄与はあったが、総じて苦戦を余儀なくされた。

◆◆ コストダウンへの取組を進めるも、減収に伴う収益悪化により大幅減益。
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2009年5月11日全国発売

ビタミンC1000mgにビタ
ミンA、E、ポリフェノール
を配合したリフレッシュ飲
料。グレープフルーツ味の
健康的な酸味と苦味が特長
でスッキリとした味わいの、
からだに優しいカロリーオ
フ仕様

毎日バランスの良い食
事をとり続けることが
難しいときに、ビタミ
ンC1000mgはもち
ろん、1日に必要な全
種類のビタミンを手軽
に１本で補えるグレー
プフルーツ味の“元気”
サポート食品

C1000C1000　　リフレッシュタイムリフレッシュタイム

ハウス食品グループ協働による販促・売場提案の強化

共同提案により営業活動の効率化と

得意先との接点の拡大を図る。

『栄養・健康飲料カテゴリー』での

棚割提案、販促提案の優位性・発言

力を高める。

新発売新発売

「C1000」発売20周年を契機とした
2011年まで２年間のトータルプロモ
ーション。TVCFや10万本サンプリ
ング、流通タイアップ企画を展開。ブ
ランドイメージ向上と売上拡大めざす

C1000C1000げんきいろプロジェクトげんきいろプロジェクト

ハウスウェルネスフーズとの協働に
より『栄養・健康飲料』の製品案内
やトータルプロモーションの提案を
推進。

C1000C1000　１　１日分のビタミン日分のビタミン

2009年3月16日
ｾﾞﾘｰﾀｲﾌﾟ全国発売

ﾊﾞﾗｴﾃｨ

※上記は実績・目標とも単体ベース



18Copyright (c) 2007 House Foods Corp. All rights reserved

⑤健康食品事業・ダイレクト事業：ダイレクト事業

新ダイレクト事業『ニュートリシステムＪ－ダイエット』スタート

・通販事業は競合激化のなか、既存製品に対する広告コスト抑制の影響も
　あり、当上期の売上伸長は鈍化傾向

・新聞広告中心の広告展開から、11月以降ＴＶＣＭの投下を計画し、認知
　拡大を図る

・早急な損益改善をめざし、既存顧客の活性化・リピート購入拡大施策を
　計画的に実施していく

・10月1日から「ニュートリシステム Ｊ－ダイエット」事業の関東圏での
　パイロットマーケティングをスタート。来年4月1日から全国発売。当期
　売上目標3億円、次年度目標20億円

・・カウンセリングサポートと大豆たんぱく＋大豆サポニンの組み合せ技術
　ソイブリッドテクノロジーを製品に活かした他社との差別性をアピール

Copyright (c) 2009 House Foods Corp. All rights reserved

通販事業半期別売上４期推移
天然効果活性黒ニンニク天然効果活性黒ニンニク

5

205

405

605

805

1,005

1,205

上期 下期 通期

07.3期 08.3期
09.3期 10.3期

（百万円）

※上記実績および目標は、健康食品事業に含まれます。

2.39 2.49
2.63

2.79
3.04

3.36
3.68

3.88
4.14

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

通販事業の状況通販事業の状況

1,000百万円
(＋322百万円)

308百万円
　(＋8百万円)

678百万円
　(＋250百万円)

301百万円
(＋134百万円)

10.3期通期目標10.3期上期実績09.3期通期実績09.3期上期実績

300百万円
(＋300百万円)

－百万円
(　－ 百万円)

－百万円
(　－ 百万円)

－百万円
(　－ 百万円)

10.3期通期目標10.3期上期実績09.3期通期実績09.3期上期実績

ニュートリシステムニュートリシステム Ｊ－ダイエットの状況Ｊ－ダイエットの状況

※上記目標は、健康食品事業に含まれます。

通販市場規模推移(日本通信販売協会)

（兆円）

■2000年以降、年平均6.8％の拡大を続ける成長市場 ■当期は踊り場となるも着実に売上を拡大

上期実績　10百万円

2009年6月15日発売新発売新発売

ニンニクを１ヵ月かけ
てじっくり醗酵させた
黒にんにく400mg含有
のサプリメント毎日の
継続摂取で体力を維持
し、元気が生まれます

新聞全国紙広告出稿＆　
ＴＶ告知による認知促進

ダイレクトメール

3

20

50

70

100

0

20

40

60

80

100

120

億円

１０．３期 １１．３期 １２．３期 １３．３期 １４．３期

売上高目標（10.3期～14.3期）

「ソイブリッドテクノロジー」

（大豆たん白と大豆サポニンの

組合せ）により日本人向けにア

レンジした製品を開発。ユーザ

ーサポートとセットで通信販売。

食事代替製品とユーザーサポートをセットにしたダイエットプログラム

Meal Menu（主食タイプ） Light Menu（軽食タイプ）

生産

製品開発（大豆成分）

広告・販促

ユーザーサポート

顧客管理

ＥＣプラットフォーム

日本人向けの新しい
ダイレクトダイエットビジネスモデルの構築

米国ニュートリシステム社とハウス食品の役割米国ニュートリシステム社とハウス食品の役割

パイロットマーケティングスタート

期　　 間：２００９年１０月１日～
販売地域：首都圏（東京、神奈川、千葉、埼玉、茨城、群馬、栃木、山梨）
販売製品：３０品目

本格スタート

期　　 間：２０１０年４月１日（予定）
販売地域：全国
販売製品：６０品目（順次拡大）

購入単位・通常価格
２週間　１９，６００円
４週間　３９，２００円
６週間　５８，８００円
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●中国ルウカレー事業の状況●中国ルウカレー事業の状況

米国大豆事業は実質増収基調を継続、カレーレストランも順調に出店拡大　

● 海 外 レ ス ト ラ ン 事 業 の 状 況● 海 外 レ ス ト ラ ン 事 業 の 状 況
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上 海 ハ ウ ス 食 品上 海 ハ ウ ス 食 品

・日式カレーの啓蒙、家庭用製品のトライアル拡
　大のため試食販売を促進

・レストラン・産業給食向け業務用製品「瓜哇　
　（ジャワ）風味カレー」の販路拡大に注力。

・2009年7月から移転後新工場での本格生産開始

⑥海外事業：米国大豆・中国ルウカレー・海外レストラン事業

上海ハウス食品㈲概要
　設　　立：2004年1月（製品発売：2005年4月）
　資 本 金：1,426万米ドル（15億円）
　出資比率：ﾊｳｽ63%・味の素30%・三菱商事7%

瓜哇瓜哇（ジャワ）（ジャワ）
風味カレー風味カレー

王王
((ｶﾞｰﾜﾝｶﾞｰﾜﾝ))カレーカレー

百夢多百夢多
（ﾊﾞｰﾓﾝﾄ）カレー（ﾊﾞｰﾓﾝﾄ）カレー

●米国大豆事業の状況●米国大豆事業の状況

46,750
43,047

14,944

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

99.3 00.3 01.3 01.12 02.12 03.12 04.12 05.12 06.12 07.12 08.12 09.12

米国豆腐売上高推移（ドルベース）

※2001年度から決算期を12月に変更したため、
　01.12期は9ヵ月決算

・流通のＰＢ製品のＯＥＭ受託を推進
・既存チャネルでのプロモーション強化と近郊エ
　リアや大手チェーンを優先した新規開拓への取
　組に注力

ハ ウ ス フ ー ズ ア メ リ カハ ウ ス フ ー ズ ア メ リ カ

ハウスフーズアメリカCorp.概要
　設　　立：1983年12月（ﾊｳｽﾌｰｽﾞ&ﾔﾏｳﾁInc.）
　資 本 金：235万米ドル
　出資比率：ハウス100%

■大豆事業■大豆事業

　　09.1209.12期上期売上実績：期上期売上実績：2,1582,158百万円百万円( 99.5%)( 99.5%)

■ハウスフーズアメリカ社トータル■ハウスフーズアメリカ社トータル

　　09.1209.12期上期売上実績：期上期売上実績：3,0263,026百万円百万円( 94.8%)( 94.8%)

上海ﾊｳｽ ｶ ﾚ ｰｺｺ壱番屋

ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ

台 湾 ｶ ﾚ ｰ ﾊ ｳ ｽ ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ

米 国 カ レ ー ハ ウ ス

レ ス ト ラ ン 事 業 計

韓 国 カ レ ー ハ ウ ス

３２店舗

既存店舗の見直し。コストダウンの取組強化１１店舗

小型店でのＦＣ展開模索。多店舗化で単月黒字転換。５店舗

味覚受容性高く期待大。農心によるＦＣ展開加速。４店舗

ＦＣ展開による上海地区でのドミナント化を計画。１２店舗

事業ポイント店舗数

（千ドル）
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事業概要補足事業概要補足
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漢方を源としてカレーを中心に事業拡大

●事業展開

薬種化学原料店『浦上商店』創業

スパイス

粉末即席カレー発売

ハヤシ

ルウカレー

デザート

シチュー

レトルト食品（ｻﾝﾊｳｽ食品）

運送・倉庫業（ﾊｳｽ物流ｻｰﾋﾞｽ）

即席麺

スナック食品

レストラン（米国）

水

豆腐（米国）

オーブンレンジ製品

総菜等（デリカシェフ）

液体調味料

レストラン（中国）

健康食品

レトルトカレー（中国）

ルウカレー（中国）

健康食品（ﾊｳｽｳｪﾙﾈｽﾌｰｽﾞ）

レストラン（韓国）

健康食品（ﾆｭｰﾄﾘｼｽﾃﾑ J-ﾀﾞｲｴｯﾄ）

1913年

1926年

1934年

1960年

1964年

1966年

1970年

1973年

1977年

1983年

1985年

1995年

1997年

1998年

2002年

2005年

2006年

2007年

2009年

主な事業

バーモントカレー

1963年発売

シチューミクス

1966年発売

とんがりコーン

1978年発売

ククレカレー

1971年発売

1996年発売

完熟ﾄﾏﾄのﾊﾔｼﾗｲｽｿｰｽ
六甲のおいしい水

1983年発売
ウコンの力

2004年発売

プライム

2006年発売
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第３次中期計画（10.3期～12.3期）の考え方と最終期（12.3期）経営目標

Copyright (c) 2009 House Foods Corp. All rights reserved

事業における成長シナリオの再構築と実現

◇事業を　①製品等での「提供価値」　②お客様との接点である「チャネル・エリア」２つの方向から大きく捉え、事業戦略
　の検討単位を再設定する。

◇重点事業として、収益ドライバー、成長ドライバーの事業を設定し、新たな成長へのシナリオを描き、推進する。

◇今後も続くと予想される調達リスク・原材料高騰等、収益を圧迫する要因の増加に対し、高いコスト競争力と新価値を生み
　出す製品開発力・事業開発力をつける。

10年後の目指す企業像　＝　『新価値創造、健康とおいしさ発信企業』の実現
【 中期計画のキーワード　：　「交わる」 「攻める」 「掴　む」】

コア育成事業コア育成事業
ダ イ レ ク ト 事 業

業 務 用 事 業

収益ドライバー収益ドライバー
（付加価値・コスト競争戦略）

ブランドや技術的な強みを活かし、中核事業
として収益の維持・拡大を図る。

コア事業コア事業
香 辛 ・ 調 味 加 工 食 品 事 業

第２第２のコア事業のコア事業

収益面での事業区分

その他（水事業･サービス事業）

海 外 事 業

成長ドライバー成長ドライバー
（成長戦略）

市場の拡大が見込める領域で、強みを活かし、
また新たに獲得してグループの成長を牽引す
る。

健 康 食 品 事 業

中期計画での事業の位置付け事　　　業

99.7 ％１，１４０ 億円

121.4 ％１８０ 億円

146.0 ％７２０ 億円

243.3 ％２００ 億円

100.3 ％３６０ 億円

09.3期比12.3期通期売上目標

●12.3期　連結売上高・営業利益目標

売売 上上 高　高　２，６００２，６００ 億円億円（（ 116.8116.8％％ ））

営業利益　営業利益　　　１６０　　１６０ 億円億円（（ 156.9156.9％％ ））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　09.309.3期　　　期　　　 12.312.3期期

※※ 売上高営業利益率売上高営業利益率 　　4.6%4.6%　→　　→　6.2%6.2%

※３年間で生み出すフリーキャッシュフローを成長ドライバーの健康食品事業・ダイレクト事業 、海外事業への事業投資
　に積極的に活用。

※連結配当性向　＝　３０％以上
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第３次中期計画の事業区分内容
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＜通販事業＞（サプリメント）＜通販事業＞（サプリメント）
＜ニュートリシステム＜ニュートリシステム Ｊ－ダイエット＞Ｊ－ダイエット＞

【米国】《ハウスフーズアメリカ》【米国】《ハウスフーズアメリカ》
【中国】《上海ハウス食品》《上海ハウスカレーココ壱番屋レストラン》【中国】《上海ハウス食品》《上海ハウスカレーココ壱番屋レストラン》
【韓国】《韓国カレーハウス》【韓国】《韓国カレーハウス》
【台湾】《台湾カレーハウスレストラン》【台湾】《台湾カレーハウスレストラン》
＜製品海外輸出＞＜製品海外輸出＞

＜業務用製品＞＜業務用製品＞

ダ イ レ ク ト 事 業ダ イ レ ク ト 事 業

業 務 用 事 業業 務 用 事 業

＜ルウカレー＞＜ルウカレー＞
＜レトルトカレー＞＜レトルトカレー＞《サンハウス食品》《サンサプライ》《サンハウス食品》《サンサプライ》
＜スパイス＞＜スパイス＞《朝岡スパイス》《朝岡スパイス》
＜シチュー＞＜ハヤシ＞＜カップタイプ＞＜シチュー＞＜ハヤシ＞＜カップタイプ＞
＜ラーメン＞＜スナック＞＜デザート＞＜ラーメン＞＜スナック＞＜デザート＞

香 辛 ・ 調 味 加 工 食 品 事 業香 辛 ・ 調 味 加 工 食 品 事 業

＜六甲のおいしい水＞＜六甲のおいしい水＞
《ハウス物流サービス》《ハイネット》《ハウス物流サービス》《ハイネット》
《デリカシェフ》《デリカシェフ》
《ハウスビジネスパートナーズ》《ハウスビジネスパートナーズ》
《ハウス分析テクノサービス》《ハウス分析テクノサービス》

＜健康食品＞（ウコンの力、メガシャキ）＜健康食品＞（ウコンの力、メガシャキ）
《ハウスウェルネスフーズ》《ハウスウェルネスフーズ》

主な対象製品グループ・事業および対象子会社

その他（水事業･サービス事業）その他（水事業･サービス事業）

海 外 事 業海 外 事 業

健 康 食 品 事 業健 康 食 品 事 業

事業区分

※＜製品グループ・事業＞《子会社》



24Copyright (c) 2007 House Foods Corp. All rights reserved

設備投資・減価償却費の推移
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●設備投資の推移 （百万円）

●減価償却費の推移
（百万円）

ﾊｳｽ物流ｻｰﾋﾞｽ物流拠点新設・統合
ﾃﾞﾘｶｼｪﾌ習志野工場改修

2,3701152,25510,6195,2895,32909.3期通期

おこげ製造設備新設
ﾃﾞﾘｶｼｪﾌ習志野工場改修

1,150731,0772,0453391,70609.3期上期

ﾊｳｽ物流ｻｰﾋﾞｽ物流拠点新設・統合
ﾚﾄﾙﾄｶﾚｰ生産設備改造

1,1461031,0422,5412962,24610.3期上期

7,000

計

3,800

投資

単独

200

ﾘｰｽ

連結

400

ﾘｰｽ

4,000

計

6,60010.3期通期予定

主な設備投資
投資

4,5395244,0147,0629456,11809.3期通期

2,2292711,9583,4224892,93309.3期上期

2,0392331,8063,3974482,94910.3期上期

7,200

計

4,000

償却費

単独

600

ﾘｰｽ料

連結

1,000

ﾘｰｽ料

4,600

計

6,20010.3期通期予定

償却費
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コストダウンの推移　／　営業促進費の推移

Copyright (c) 2009 House Foods Corp. All rights reserved

80017462609.3期上期実績

3253728810.3期上期実績

1,1501501,00010.3期通期目標

327

物流関連

1,30097309.3期通期実績

合計資材関連

●コストダウン額（前年比）の推移（単独ベース）

●営業促進費の推移（単独ベース）

（百万円）

09.3期上期実績 10.3期通期目標

▲ 174

▲626

▲327

▲973

▲37

▲288

▲150

▲1,000

▲1,500

▲1,000

▲500

0

物流関連 資材関連

09.3期
上期実績

20,242

40,268

19,914

41,864

25.3725.0424.8724.91

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00
営業促進費 営業促進費率

09.3期
通期実績

10.3期
通期目標

09.3期通期実績

10.3期
上期実績

10.3期上期実績

（百万円）

（百万円） （％）
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営業外損益・特別損益の内容
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●特別損益の内容

●営業外損益の内容

3535－為替差益

170

24

121

25

720

151

162

209

199

09.3期上期

▲121－為替差損

▲15147持分法による投資利益

▲84636営業外収益　計

▲422支払利息

▲20189受取配当金

▲28171受取利息・有価証券利息

▲121

4

▲56

前期比増減

95その他（賃貸物件収益等）

49営業外費用　計

27

10.3期上期

その他（賃貸物件費用等）

▲129－129退職給付制度改定損

277

36

－

－

0

111

5

2

2

－

0

09.3期上期

▲2－投資有価証券売却益

09.3期　固定資産除却損
　　　→　協力工場貸与製造設備の廃棄
　　　　退職給付制度改定損
　　　→　改定に伴う給付債務増加分の費用処理

10.3期　固定資産除却損
　 →　製造設備の廃棄

77減損損失

▲0－投資有価証券評価損

813特別利益　計

50161固定資産除却損

4646会員権評価損

44貸倒引当金戻入

33固定資産売却益

▲6

21

3

前期比増減

5その他

271特別損失　計

57

10.3期上期

その他

備考
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当資料は、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を

目的としたものではありません。

また、記載されている内容は、資料作成時点の当社の判断に基づくものであり、

記載された将来の計画数値、施策の実現を確約したり、保証するものではあり

ません。

《お問い合わせ先》

広報・ＩＲ室　ＩＲ課

ＴＥＬ　03-5211-6039
ＦＡＸ　03-5211-6029

ＵＲＬ　http://housefoods.jp


